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平成30年第２回揖斐川町議会定例会が、６月１日から８日までの８日間の会期で開催されました。
初日には、町長から承認案件３件、報告案件４件及び条例改正案などの５議案が提出され提案説明
が行われました。５議案のうち１議案を原案どおり可決し、残る４議案の審査は各常任委員会に付託
されました。
これを受け、４日には総務文教常任委員会、５日には民生建設常任委員会が開催され、それぞれ付
託された議案の審査が行われました。
２日目の７日には、５名の議員が一般質問を行いました。
最終日の８日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告された後、質疑・討論・採決が
行われました。また、この日町長から提出された工事請負契約の締結について審議され、すべての議
案が原案どおり可決されました。なお、３月定例会で総務文教常任委員会の継続審査となっていた請
願については、審査結果が委員長から報告された後、質疑・討論・採決が行われ、不採択とすべきも
のと決定されました。
本定例会に提出された案件の主な内容は次のとおりです。

承
認
案
件

○
揖
斐
川
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、
予
算

額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

報
告
案
件

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
30
年
度
揖

斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

○
平
成
29
年
度
一
般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
30
年
度
一

般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

○
平
成
29
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春

日
事
業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
30
年

度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日
事
業
計

画
及
び
予
算
の
報
告

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算
の

繰
越
明
許
費
の
報
告

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

揖
斐
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務

を
揖
斐
広
域
連
合
が
実
施
す
る
た
め
、
揖

斐
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

補
正
額

　

３
億
８
８
８
万
５
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

１
３
０
億
８
８
８
８
万
５
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

２
億
６
９
７
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額　
　

６
億
５
６
０
５
万
円

そ
の
他
案
件

○
損
害
賠
償（
交
通
）
請
求
事
件
に
係
る
訴

訟
上
の
和
解

原
案
の
通
り
和
解
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

小
島
小
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事

契
約
金
額　
　
　
　
　
　

７
２
９
０
万
円

契
約
の
相
手
方　
　

末
永
電
気
株
式
会
社

第２回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

ここが聞きたい
一般質問

議員５名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
の
時
期
に
つ
い
て

　

昨
年
３
月
の
一
般
質
問
で
、
多
様
化
す
る

住
民
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合
い
、
高
齢
者
の
方

の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
時
の
受
け
皿
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
予
約
制
の
デ
マ
ン

ド
型
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
含
め
検
討
し
て

い
く
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
公
共
交
通
特
別
委
員
会
で

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
い
つ
を
目
指
し

て
導
入
す
る
の
か
目
標
が
し
っ
か
り
し
な
い

ま
ま
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

最
近
、町
民
の
方
よ
り
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
早
期
導
入

を
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
政
策
広
報
課
か
ら
揖
斐
川
町

バ
ス
運
行
再
構
築
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
両
の
基
本
配
置

と
し
て
は
、
揖
斐
川
エ
リ
ア
、
谷
汲
エ
リ
ア
、

春
日
エ
リ
ア
、
久
瀬
・
藤
橋
エ
リ
ア
、
坂
内
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一
方
で
高
齢
者
が
増
加
し
、
免
許
証
の
自
主

返
納
な
ど
に
よ
る
、
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る

方
の
移
動
手
段
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
運
行
中
の
路
線
定
期
型
運
行
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
時
間
の
確
実
性
は
あ

る
も
の
の
、
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
な
ど
、
利

用
が
不
便
と
い
う
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
も
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
性

の
あ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
効

率
的
な
運
行
に
よ
る
行
政
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
公
共
交
通
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
４
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
町
の
方
針
案
と
委

員
会
と
し
て
の
意
見
を
す
り
合
わ
せ
、
揖
斐

川
町
バ
ス
運
行
再
構
築
計
画
の
骨
子
案
見
直

し
を
作
成
し
、
ご
承
認
を
得
た
の
で
、
現
在

こ
の
骨
子
案
に
基
づ
く
、
バ
ス
運
行
の
見
直

し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、
路

線
定
期
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド

型
の
バ
ス
の
併
用
運
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
廃
止
も

含
め
た
路
線
や
運
行
時
間
の
見
直
し
を
行

い
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
配

置
や
バ
ス
停
、
運
行
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
、

先
進
地
の
状
況
や
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
色
々
な
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
開
始
時
期
や
具
体
的
事
項
な

ど
を
公
共
交
通
特
別
委
員
会
や
公
共
交
通
を

守
る
会
な
ど
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
行
い
な
が

ここが聞きたい
一般質問

議員５名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
の
時
期
に
つ
い
て

　

昨
年
３
月
の
一
般
質
問
で
、
多
様
化
す
る

住
民
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合
い
、
高
齢
者
の
方

の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
時
の
受
け
皿
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
予
約
制
の
デ
マ
ン

ド
型
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
含
め
検
討
し
て

い
く
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
公
共
交
通
特
別
委
員
会
で

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
い
つ
を
目
指
し

て
導
入
す
る
の
か
目
標
が
し
っ
か
り
し
な
い

ま
ま
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

最
近
、町
民
の
方
よ
り
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
早
期
導
入

を
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
政
策
広
報
課
か
ら
揖
斐
川
町

バ
ス
運
行
再
構
築
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
両
の
基
本
配
置

と
し
て
は
、
揖
斐
川
エ
リ
ア
、
谷
汲
エ
リ
ア
、

春
日
エ
リ
ア
、
久
瀬
・
藤
橋
エ
リ
ア
、
坂
内

エ
リ
ア
各
１
台
ず
つ
計
５
台
と
、
揖
斐
川
町

に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
１
台
を
配
置
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
実

施
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
人
員
、
人

材
の
確
保
及
び
研
修
の
時
間
、
予
約
シ
ス
テ

ム
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
、
公
共
交
通
会

議
の
開
催
と
運
輸
局
の
許
可
に
要
す
る
時
間

な
ど
が
必
要
な
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
計
画
が
具
現
化
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
が
導
入
の
方
向

に
進
ん
で
い
る
と
解
釈
し
て
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
導
入
は
エ
リ
ア
ご
と
に
導
入
し

て
い
く
の
か
、
全
エ
リ
ア
一
斉
に
導
入
し
て

い
く
の
か
、
そ
し
て
試
行
運
行
も
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
期
を
い
つ
頃
に
設
定

さ
れ
て
い
る
の
か
、
最
後
に
町
民
の
方
は
少

し
で
も
早
い
実
現
を
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
の
導
入
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

町 

長

　

現
在
の
揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
あ
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
と
し
て
、
平
成
18
年
10
月
１

日
よ
り
地
帯
制
ワ
ン
コ
イ
ン
を
導
入
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
路
線
の
延
伸
や
運
行
経
路
の
変

更
、
房
島
線
・
清
水
循
環
線
の
新
設
、
揖
斐

厚
生
病
院
へ
の
乗
り
入
れ
な
ど
、
地
域
住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
度
以
降
、
利
用
者
の
減
少
が
続
く

請
願

○
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

4
月16

日　

首
相
官
邸
表
敬
訪
問
及
び
勉
強
会

20
日　

４
月 

月
例
会
（
第
２
回
）

20
日　

第
２
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

5
月14

日　

第
３
回
議
会
運
営
委
員
会

14
日　

５
月 

月
例
会
（
第
３
回
）

14
日　

第
３
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

6
月１

日　

第
２
回
町
議
会
定
例
会
（
初
日
）

４
日　

第
２
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
日　

第
２
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

７
日　

第
２
回
町
議
会
定
例
会

（
２
日
目
）
一
般
質
問

８
日　

第
２
回
町
議
会
定
例
会（
最
終
日
）

８
日　

第
３
回
全
員
協
議
会

８
日　
第
４
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

18
日　

基
盤
整
備
特
別
委
員
会
勉
強
会

議
会
活
動
報
告
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何
時
か
ら
何
時
ま
で
応
援
」
と
決
め
て
、
そ

れ
に
従
わ
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
は
、
逆
に
良
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
、マ
ラ
ソ
ン
に
対
す
る
思
い
や
考
え
を
、

大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
当
日
を
登
校
日
に
し
て
学
校
単

位
で
応
援
と
い
う
形
で
何
年
か
経
過
し
、
い

ろ
い
ろ
良
い
面
が
あ
る
一
方
で
、
様
々
な
問

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で

一
度
、
現
在
の
学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
応
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
は
こ
の
点
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、

お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
も
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
近
年
全
国
的
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

飽
和
状
態
で
、
定
員
に
満
た
な
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

は
、
31
回
目
を
迎
え
る
今
年
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
申
込
で
、
フ
ル
が
28
分
、
ハ
ー
フ

が
18
分
で
定
員
に
達
し
、
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の

変
わ
ら
ぬ
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
町
あ
げ
て
の
温
か
い
応
援
や

お
も
て
な
し
の
心
が
、
ラ
ン
ナ
ー
に
通
じ
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
の
学
校
の
卒
業
式
で
も
、
卒
業
生
の
お

別
れ
の
言
葉
や
答
辞
に
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

づ
く
り
や
経
済
支
援
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に

向
け
た
農
地
の
柔
軟
な
利
用
促
進
。「
経
営

改
善
支
援
」
と
し
て
、
営
農
体
制
整
備
や
、

有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
な
ど
で
す
。

　

詳
細
は
、
産
業
建
設
部
長
よ
り
答
弁
さ
せ

ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
経
営
改
善
支
援

の
施
策
に
係
る
補
助
制
度
な
ど
は
、
国
・
県
・

町
そ
れ
ぞ
れ
事
業
が
あ
り
、
担
い
手
の
状
況

や
交
付
要
件
に
も
よ
り
ま
す
が
、
新
規
就
農

者
に
関
す
る
も
の
は
、
就
農
に
向
け
て
必
要

な
技
術
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
の
支
援
や
、

45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
就
農
す
る
認
定
新

規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
を
す
る「
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
担
い
手
に
対
し
て
は
、
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
を
支
援
す
る「
経
営
体
育

成
支
援
事
業
」、
地
域
の
営
農
戦
略
の
実
現

に
必
要
な
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
や
、
集
出

荷
施
設
整
備
経
費
等
を
支
援
す
る「
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」、
農
畜
産
物
の
高
品
質

化
、
低
コ
ス
ト
化
及
び
流
通
の
効
率
化
・
合

理
化
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る「
強
い
農
業

づ
く
り
交
付
金
」、
そ
し
て
畜
産
業
に
限
ら

れ
ま
す
が
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
支
援
す
る

「
強
い
畜
産
構
造
改
革
支
援
事
業
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
等
に
は
、
広
く
地

域
農
産
物
を
獣
害
か
ら
守
る「
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
支
援
事
業
」
や
、
個
人
や
共
同
で
防

護
策
を
設
置
す
る
者
へ
の「
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
利
子
助
成
」、「
農
地
集
積
・

集
約
化
事
業
」
な
ど
、
担
い
手
の
育
成
・
支

援
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
農
業
共
済
組
合
の
事
業
で
す
が
、

全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、
収
入
減
少
を
補

填
す
る「
収
入
保
険
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
平
成
31
年
１
月
か
ら
で
、
青
色
申
告
者

が
対
象
と
な
る
よ
う
で
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

｢

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン｣

で
の
学
校
応
援
に

つ
い
て

　

現
在
の
教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
学
習

指
導
要
領
に
も
あ
る
よ
う
に
、子
ど
も
の「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、「
自
分
で
考
え

る
力
、
判
断
す
る
力
」
を
尊
重
し
て
、
子
ど

も
の
自
主
性
、
主
体
性
を
養
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
そ
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
私
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
と
も
に
、
絶
好
の

「
学
び
の
場
」、「
学
習
の
場
」
で
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
、「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
」
の
応
援
に
関
し
て
言
え
ば
、
現
在
の
よ

う
な
学
校
単
位
の
一
律
の
応
援
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
、
自
発
的
な
判
断
に

任
せ
て
は
如
何
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
、
自
分
で
考
え
判
断
さ
せ
る
べ
き
格
好

の
機
会
を
、
学
校
が
一
律
に「
ど
こ
ど
こ
で

ら
、
必
要
な
時
期
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報

を
お
知
ら
せ
し
、
円
滑
な
移
行
と
実
施
に
向

け
た
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
公
共
交

通
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
議
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
引
続
き
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
井　
豊
司 

議
員

農
業
の
担
い
手
を
守
る
方
策
に
つ
い
て

　

最
近
、
農
業
の
担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
農
業
に
対
す
る
魅
力
が
薄
ら

い
で
き
て
、
天
候
に
よ
る
影
響
や
収
益
の
安

定
が
望
め
な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

解
消
す
る
た
め
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
ら
に
対

す
る
補
助
金
や
制
度
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

岐
阜
県
内
の
農
業
生
産
の
現
場
で
は
、
農

業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

し
、担
い
手
不
足
が
問
題
化
し
て
い
ま
す
が
、

中
山
間
地
域
で
あ
る
当
町
で
は
、
そ
の
現
象

は
更
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
第
２
次
総
合
計
画
に
基
本
施

策
を
定
め
、
担
い
手
へ
の
具
体
的
施
策
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
内
容
と
し
て
は「
担
い
手
の
確
保
・

育
成
」
と
し
て
、
新
た
に
就
農
で
き
る
環
境
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平
成
31
年
に
は
、東
海
環
状
自
動
車
道（
仮

称
）
大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開

通
し
ま
す
。 

大
野
町
で
は
道
の
駅「
パ
レ
ッ

ト
ピ
ア
お
お
の
」が
間
も
な
く
開
業
予
定
で
、

更
に
工
業
団
地「
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
お
お
の｣

の
新
設
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
田
町
で

は
、
新
た
に
Ｊ
Ａ
に
よ
る
農
産
物
直
売
所
兼

飲
食
を
提
供
す
る
施
設
の
年
内
開
設
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
本
巣
市
で
は｢

イ
オ

ン
タ
ウ
ン
本
巣｣

が
完
成
し
、
道
の
駅｢

織

部
の
里
も
と
す｣

の
建
物
内
部
の
大
改
装
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
当
町
も
早
期
に

｢

受
け
皿｣

の
充
実
を
図
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
は
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
海
外
観
光
客
の
誘
致
に
関
し
て

は
、
日
本
政
府
観
光
局
の「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
活
用
し

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
当
町
へ
来
て
、｢

受
け

皿｣

の
魅
力
ア
ッ
プ
策
を
提
案
し
て
も
ら
う

こ
と
が
可
能
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
検
討
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
国
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
選
定
さ
れ
た
簗や

な

架
け
技
術
を

使
っ
た
ヤ
ナ
漁
の
更
な
る
振
興
策
も
観
光
の

目
玉
と
し
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

揖
斐
川
町
に
は
、
名
刹
の
谷
汲
山
華
厳

寺
、
両
界
山
横
蔵
寺
や
日
本
一
の
貯
水
量
を

誇
る
徳
山
ダ
ム
な
ど
の
ほ
か
、
道
の
駅
、
い

び
川
温
泉
藤
橋
の
湯
、
久
瀬
温
泉
、
か
す
が

　

ま
た
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
応
援
の
仕

方
を
工
夫
し
た
り
、
共
同
作
業
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
集
団
の
一
員
と
し
て
協
力
す
る
心

も
育
ち
ま
す
。

　

中
学
生
は
、
こ
の
よ
う
な
小
学
校
か
ら
の

経
験
を
基
盤
に
し
て
、
ラ
ン
ナ
ー
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
合
わ
せ
、
自
分
で
判
断
し
臨
機

応
変
に
対
応
を
す
る
力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

生
徒
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
大
会
の
成
功

に
貢
献
す
る
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛

情
を
育
て
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
が
提
案
さ
れ
た
一
律
の
登
校
日
と
せ

ず
に
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
、
自
発
的
な

判
断
に
任
せ
た
場
合
、
特
に
小
学
生
は
、
保

護
者
に
よ
る
送
迎
や
子
ど
も
の
頑
張
り
の
見

届
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
場
合
、
保
護
者
の

自
家
用
車
を
駐
車
す
る
場
所
の
確
保
が
大
変

難
し
く
な
る
こ
と
や
家
庭
の
事
情
で
参
加
で

き
な
い
児
童
が
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
更
に
、
地
域
に
お
け
る
教
育
の
場
に

お
い
て
、
教
師
が
個
々
の
児
童
生
徒
の
頑
張

り
を
見
届
け
、
そ
の
場
で
認
め
、
励
ま
す
こ

と
が
難
し
く
、
十
分
な
教
育
効
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
児
童
生
徒
の
生
き
る
力
の

育
成
、
安
全
面
、
大
会
の
円
滑
な
運
営
な

ど
、
多
面
的
、
多
角
的
に
考
え
、
大
会
当
日

を
登
校
日
と
し
、
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
自
主
性
、
主
体
性
は
、
義
務
教

育
後
の
姿
に
表
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
、
自
主
的
、
主
体

的
に
関
わ
る
高
校
生
や
大
学
生
、
大
人
が
更

に
増
え
る
よ
う
、
今
後
も
指
導
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

観
光
産
業
の
振
興
に
は
’受
け
皿
‘
の
充
実

を
　

観
光
産
業
の
強
化
は
地
場
産
業
に
乏
し
い

当
町
に
と
っ
て
、
今
後
と
も
非
常
に
重
要
な

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
当
町
の
観
光

施
策
を
見
ま
す
と
、
今
の
と
こ
ろ
イ
ン
フ
ラ

面
や
ソ
フ
ト
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
肝

心
な
受
け
皿（
観
光
施
設
の
充
実
や
観
光
資

源
の
開
発
、
土
産
品
や
食
事
等
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　

当
町
の
第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
イ
ン
フ

ラ
に
関
し
て「
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
」
を

挙
げ
、
現
在
は
県
境
な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
観
光
拠
点

の
整
備
と
し
て
、
徳
山
ダ
ム
や
谷
汲
山
を
初

め
と
す
る
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
を
図
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
目

玉
事
業
に
乏
し
く
、
小
規
模
な
施
設
改
修
な

ど
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か

ら
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致（
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
）
を
狙
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
、
当
町
の
宣

伝
、
紹
介
な
ど
が
主
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ン
で
感
じ
た
喜
び
や
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
で
の
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

児
童
生
徒
に
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
貴
重

な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
き
る
力
と
は
、
知
、
徳
、
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た「
力
」
で
、「
知
」
と
は
、
基
礎
・

基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
、
自
ら
課
題
を
見

つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に

判
断
、
行
動
し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す

る
資
質
や
能
力
で
す
。「
徳
」
と
は
、
自
ら

を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他

人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
で

す
。「
体
」
と
は
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た

め
の
健
康
や
体
力
で
す
。

　

各
学
校
で
は
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
を
、

特
に
知
育
と
徳
育
の
場
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

知
育
の
場
と
し
て
は
、
児
童
が
自
分
で
考

え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
、
仲
間
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
横
断
幕
な
ど
の
応
援

グ
ッ
ズ
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
主
体
的
に
判
断
、

行
動
し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
、
資
質
や
能
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

徳
育
の
場
と
し
て
は
、
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援

す
る
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
て
い

ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
と
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
、
大

会
終
了
後
に
届
く「
小
中
学
生
の
あ
た
た
か

い
応
援
は
力
に
な
り
ま
し
た
。
応
援
が
な
け

れ
ば
２
歩
し
か
進
め
な
い
と
こ
ろ
、
み
ん
な

の
応
援
で
３
歩
進
め
ま
し
た
。」
と
い
っ
た

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
御
礼
の
手
紙
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
心
の
結
び
つ
き
を
実
感
し
、
そ
の

心
は
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
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モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
な
ど
の
温
浴

施
設
、
各
地
域
の
農
産
物
直
売
所
な
ど
、
基

盤
と
な
る
観
光
拠
点
は
既
に
整
備
さ
れ
て
お

り
受
け
皿
は
整
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ら
拠
点
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
な
が
ら
観
光
促
進
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
更
に
、
東
海
環
状
自
動
車
道（
仮

称
）
大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
福

井
県
に
つ
な
が
る
冠
山
峠
道
路
が
完
成
す
る

と
、
北
陸
圏
と
中
部
圏
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し

て
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
で
き
る
た
め
、

こ
れ
ら
拠
点
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
、

広
域
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
も
、

昨
年
度
よ
り
香
港
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
末
か
ら
、
訪
日
外
国
人
向
け
情

報
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
を
開
始
し
、
５
月
に
は

東
海
地
区
外
国
人
観
光
客
誘
致
促
進
協
議
会

岐
阜
県
部
会
に
入
会
し
、
県
と
連
携
し
て
海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
広
報
活
動
な

ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

更
に
今
回
の
議
会
に
お
い
て
、
外
国
人
観

光
客
の
誘
致
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内
観
光

関
連
事
業
者
等
の
受
入
環
境
整
備
支
援
の
た

め
の
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
お
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ヤ
ナ
に
つ
い
て
は
、「
記
録
作
成
等

の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」

で
あ
る
と
、
国
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た「
簗や

な

掛
け
技
術
」
が
あ
り
、
伝
統
的
な
技
術
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
情
報
が
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
数
箇
所
ヤ
ナ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
伝
統
技
術
と
併
せ
て　

ヤ
ナ
を
観

光
資
源
の
一
つ
と
し
て
更
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
外
国
人
向
け
情
報
サ

イ
ト
を
使
っ
て
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
外

国
人
観
光
客
の
増
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
臨
時
離
着
陸
場
の
確
保
に
つ

い
て

　

岐
阜
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
平
成
23
年
２
月

か
ら
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
王

国
岐
阜
で
は
、
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
は
全

国
屈
指
の
数
を
誇
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
山

間
に
位
置
す
る
こ
と
が
多
く
、
急
病
人
発
生

時
に
は
病
院
ま
で
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
こ
の
様
な
事
例
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
活

躍
し
、
救
命
要
請
が
あ
っ
て
か
ら
岐
阜
大
学

病
院
を
離
陸
し
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
15
～

20
分
で
到
達
す
る
た
め
、
医
師
に
よ
る
診
療

ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
し
、
か
け
が
え

の
な
い
命
の
救
助
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　

ゴ
ル
フ
場
で
発
生
し
た
傷
病
者
の
内
訳
で 

14
例
の
心
肺
停
止
患
者
の
う
ち
、
現
場
の
人

の
適
切
な
判
断
、
応
急
処
置
か
ら
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
高
度
な
医
療
に
繋
が
る
こ

と
で
救
命
の
連
鎖
が
成
り
立
ち
、
６
例
が
社

会
復
帰
と
い
う
驚
く
べ
き
効
果
が
出
て
い
ま

す
。
通
常
、
山
間
で
心
肺
停
止
に
な
れ
ば
、

病
院
ま
で
１
時
間
前
後
か
か
る
こ
と
が
多

く
、
救
命
自
体
困
難
を
極
め
ま
す
。

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

出
動
実
績
は
多
く
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の

１
年
間
で
16
件（
現
場
救
急
12
件
、
病
院
間

搬
送
３
件
、
出
動
後
キ
ャ
ン
セ
ル
が
１
件
）

で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
必
要
に
応
じ
て
敏

速
か
つ
適
切
に
要
請
す
る
ス
キ
ル
を
確
実
に

習
得
し
、
医
師
を
現
場
に
投
入
す
る
究
極
の

医
療
シ
ス
テ
ム
を
着
実
に
手
に
で
き
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
へ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
到
達
時
間
は

離
陸
後
10
～
15
分
で
す
。
ま
た
町
内
に
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
臨
時
離
着
陸
場
は
31
か
所
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、状
況
に
よ
り
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
判
断
で
離
着
陸
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
山
間
地
域
は
離
着
陸
場
所
が
少

な
く
、
各
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
発
着
す
る
に
は
、
航

空
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
基

準
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
よ

う
な
場
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。山
間
地
域
、

町
内
の
離
着
陸
場
の
確
保
に
つ
い
て
考
え
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場

の
周
知
等
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
安
全
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
も
揖
斐
郡
消
防
本
部
な
ど
と
連
携

し
、
１
か
所
で
も
多
く
離
着
陸
場
の
確
保
を

お
願
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
に
つ
い

て
で
す
が
、
現
在
、
揖
斐
川
町
内
に
は
32
か

所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
場
所
で
は
、
各
地
域
の
学
校
や
公

園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
、
登
山
や
ス
キ
ー
、

ゴ
ル
フ
な
ど
の
観
光
客
が
集
ま
る
場
所
に
お

い
て
も
、
ヘ
リ
の
離
着
陸
に
可
能
な
広
い
エ

リ
ア
を
確
保
で
き
る
と
こ
ろ
が
指
定
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
、
消
防
機
関
か

ら
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め

設
定
し
た
場
所
に
、
消
防
機
関
の
誘
導
に
よ

り
、
離
着
陸
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
傷
病
者
発
生

現
場
の
直
近
で
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
場
所

で
あ
れ
ば
、
操
縦
士
の
判
断
で
指
定
場
所
以

外
で
も
離
着
陸
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
医
師
が
直
接

現
場
に
赴
き
、
重
篤
患
者
の
初
期
治
療
を
、

早
期
に
開
始
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
山

間
地
域
で
は
、
救
急
車
の
要
請
か
ら
医
師
の

受
診
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ

と
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
は
、
人
命

救
助
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
臨
時
離
着
陸
場
の
確
保
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

臨
時
離
着
陸
場
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
航

空
法
に
お
け
る
防
災
対
応
基
準
以
上
の
条
件
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る
返
礼
品
は
、
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
っ
た
特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
、
現
在
メ
ニ
ュ
ー
の
再
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
議
員
お
話
の
よ
う
に
関
係
課
や
町
内

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
豊
富
で
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
に
つ
い
て
も
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
ま
で
は
活
用
し
て
い
な
か
っ
た
、

民
間
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
導
入
を
現

在
進
め
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
寄
附
金
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し

て
、
観
光
開
発
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
な
ど

に
投
資
し
、
好
循
環
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
は
ど
う
か
と
の
ご
提
案
で
す
が
、
私

も
、
使
途
を
明
示
し
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
る
方
法
も
、
ふ
る
さ

と
再
生
に
直
接
つ
な
が
る
有
効
な
手
法
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
特
定
の
使
途
を
明
示

し
て
、「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」、
い

わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
多
く
の

人
々
か
ら
、
資
金
を
調
達
す
る
手
法
を
活
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
町

も
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
活
用
で
き
る
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
計
画
認
定
が
必
要
と
な
り
ま

す
が「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
制
度
の
適
正
な
運
用
に
配

慮
し
つ
つ
、
ふ
る
さ
と
再
生
に
資
す
る
施
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
必
要
で
す
が
、
町
と
し
て
は
、
山
間
地
域

に
お
け
る
可
能
な
地
点
の
設
定
に
向
け
て
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
主
体
で
あ
り
ま
す
岐

阜
県
に
対
し
、
積
極
的
に
要
望
や
申
請
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
離
着
陸
場
の
使
用
時
に
、

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
を
お
掛
け
し

な
い
た
め
に
も
、
代
表
区
長
会
や
広
報
誌
な

ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

所　
竜
也 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
大
さ
せ
る
更
な
る
取
組

み
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
時
代
の
現
在
に
お

い
て
地
域
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
が
全
国
の
地
方
自
治
体
で
根

付
い
て
来
ま
し
た
。
地
方
創
生
の
取
組
み
で

地
域
か
ら
都
市
部
に
学
業
や
就
職
で
地
域
を

離
れ
て
暮
ら
す
人
々
や
地
方
部
を
応
援
す
る

方
々
が
、
ふ
る
さ
と
に
寄
附
と
い
う
形
で
、

地
域
を
支
え
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
大
さ
せ
る
効
果

は
、大
変
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
を
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
工
夫
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す

る
事
業
の
趣
旨
や
内
容
成
果
を
考
え
て
、
当

町
も
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、
平
成

27
年
度
で
１
３
２
４
万
円
、
平
成
28
年
度
で

１
７
４
１
万
２
千
円
、
平
成
29
年
度
で
は

１
７
７
５
万
円
と
少
し
で
す
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
た
だ
他
の
自
治
体
で
は
、
５
億
円
以

上
の
所
も
あ
り
ま
す
。
当
町
と
し
て
も
、
ふ

る
さ
と
納
税
が
増
大
す
る
潜
在
能
力
は
十
分

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
状
で
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
運

営
し
て
い
る
の
は
、
政
策
広
報
課
と
聞
い
て

い
ま
す
。
今
後
、
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
増

大
さ
せ
て
行
く
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
の
組

織
的
な
取
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
豊

富
な
品
揃
え
や
魅
力
の
高
い
返
礼
品
開
発
を

進
め
る
た
め
に
、
商
工
観
光
課
や
他
の
課
と

の
連
携
体
制
を
つ
く
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
や
工
夫
に
満
ち
た
特
産
品
を
開

発
し
、
町
内
の
事
業
者
育
成
に
も
力
を
入

れ
、
地
域
事
業
者
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
理
解

を
も
っ
と
高
め
て
も
ら
い
な
が
ら
活
性
化
に

繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
揖
斐
川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
目

標
額
を
10
億
円
と
し
て
、
現
状
よ
り
拡
大
し

て
い
く
取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
得
た
資
金
を
こ
れ
か
ら

の
町
の
観
光
開
発
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
な

ど
に
投
資
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
観
光
の
町
、
揖
斐
川
町
」
を
力
強
く
つ

く
り
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
整
備
し
て
い
く

た
め
に
は
、
多
く
の
予
算
が
必
要
で
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
一

層
の
地
域
活
性
化
に
繋
が
り
、
新
た
な
観
光

開
発
に
繋
が
る
好
循
環
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
住
民
と
一
緖
に
つ
く
る
町
づ
く
り

に
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
は「
ふ
る
さ
と

再
生
」
に
な
る
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

町
の
考
え
と
こ
れ
か
ら
の
揖
斐
川
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
方
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町 

長

　

ふ
る
さ
と
の
再
生
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
有
効
な
施
策
で

あ
る
と
、
私
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
や
地

方
自
治
体
の
様
々
な
取
組
み
を
応
援
す
る
気

持
ち
を
形
に
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
20

年
度
税
制
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
子
育
て
や
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る
資
金
と
し
て
、

地
方
自
治
体
が
自
ら
財
源
を
確
保
し
、
様
々

な
政
策
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と

い
う
税
制
上
の
措
置
と
は
別
に
、
各
地
方
自

治
体
の
独
自
の
取
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る

返
礼
品
に
つ
い
て
、
一
部
の
地
方
自
治
体
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
反
す
る
返
礼

品
が
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
務
省

よ
り
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
責
任
と
良
識
あ

る
対
応
を
厳
に
徹
底
す
る
よ
う
通
知
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
返
礼
割
合
が
３
割

を
超
え
な
い
こ
と
や
、
地
場
産
品
以
外
の
返

礼
品
を
送
付
し
な
い
な
ど
で
す
。
揖
斐
川
町

に
お
い
て
は
、
こ
の
趣
旨
に
則
り
返
礼
品
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け


